
                事務長 高 野 智 英 

  

保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動に対しまして、                、

御理解と御協力を賜り御礼申し上げます。 

 ４月に着任し、生徒と先生が「共に頑張る姿」を見ていると、昔、私の                   

師匠から教えていただいた山本五十六さんの言葉が思い出されました。                 

「やってみせ、言って聞かせて、させてみて、ほめてやらねば、人は動かじ」現代の言葉に置き換えてわかりや

すく表現すると「まずは実際に自分がやって見せて、しっかりと説明をして理解をしてもらい、その後に実践し

てもらう。頭だけで理解しただけでなく使えるようにする。そして、その行為を褒めてあげなければ、人はなか

なか思うようには動いてはくれない」と表現できるでしょうか。この言葉と札幌高等養護学校の日常とが重なっ

ているように思いました。 

先生が生徒に対し手間を惜しまず「率先してやって見せる」やって見せた後は一方的に説明だけをするのでは

なく「相手に伝わっているか」「きちんと理解ができたか」という点に注意を払いしっかりと説明する。その上で

今度は実際に生徒が実践する。頭の中で理解したことを実際に身体を使ってやってみる。「できる」と思っていた

ことがなかなか思い通りにならないことを「辛抱強く」「温かい眼」で待っている。やがて少しずつ上達してでき

るようになる。100％のできではなくても「日々の成長」を「励まし・褒める」その結果、生徒は自信をもって次

のステップへと進んでいく。このような光景が日常の中で何度も見られます。素敵な学校です。是非、札幌高等

養護学校を見に来てください。お待ちしています。 

         

副校長 清 弘 直 行 

 

今年度の第１回学校運営協議会が５月 25日（木）に行われました。委員の方々には御多用にも関わらず御出席

いただきました。年度始めということで、学校側から学校経営、学校概要について説明しました。その後、校内

見学、意見交換を行いました。委員の方々からは、本校の良いところや期待について御意見をいただきましたの

で次に紹介します。 

・自分が在校していた時よりも、作業学習で集中している様子があり、一般就労への進路が多いこともすごいと

感じた。 

・息子が一年生の頃に、知らない大人の中で説明することはできなかったのではないか。生徒が一生懸命説明し

ている姿に感動した。先輩の姿を見て後輩が育つという状況を見ることができた。 

・穏やかな学校である。周囲から可愛がられることは何歳になっても必要なことだと感じた。 

・１年生のフレッシュな笑顔で授業を受けている姿を見ることができて良かった。企業としては明るく、元気に、

素直に…を大切にしており、札幌高等養護学校の生徒は良くできていると感じている。 

・学校では社会で生きるための基礎・基本を身に付けている。社会に出た生徒が職場で応用しながら成長を続け

ていることに喜びを感じる。 

・今後、より地域との関わりやつながりの持ち方について考えていく必要があるが、まずは学校と地域とがつな

がりをもつ機会を増やし、アイディアを出し合っていくことが大切だと感じた。夏祭りへの製品販売も楽しみ

にしている。 

 以上のような御意見からも、学校が、生徒にとって夢をもち、わくわくするための居場所となるためには、学

校、保護者、地域が一体となることが大切であることを改めて認識しました。いただいた御意見については、大

変ありがたく、嬉しく思いましたし、今後も本校が発展していくために、成果も課題も共有できる学校運営協議

会を目指していきたいと考えています。地域に開かれた学校という立ち位置を大切にしながら、スクールミッシ

ョンを見つけられるように今後も協議を重ねていきたいと考えています。委員の皆様におかれましては、今後と

もどうぞよろしくお願いいたします。 

北海道札幌高等養護学校だより 
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3学年主任 杉 本 富 武 

 ５月 16日～19日まで、見学旅行に行ってきました。２年生の学年末から準備をはじめ、京都自主研修や、大

阪自主研修に向けて、時間を掛けて話し合い、準備を進めてき

ました。 

 旅行初日は、1,000頭以上の野生のシカが生息していること

でも有名な奈良公園から始まり、「北海道のシカよりかわいい

～」と餌やりを楽しむ生徒や、数の多さに圧倒され、なかなか

歩みを進められない生徒もいました。また、東大寺の大仏は圧

巻で、生徒たちは間近で見上げながら写真を撮影していまし

た。 

 ２日目の京都では、清水寺を観光し、断崖に建設された大き

なお寺の作りに関心をよせる生徒もいました。午後からは各学級で事前に調べたルートをなぞり、お寺巡りをし

たり、京都スイーツを堪能したり、京都タワーに上ったりと計画的に楽しみました。 

 ３日目の大阪では、USJ で買い物やアトラクションを楽しむグループ、道頓堀や海遊館、通天閣などの名所を

観光するグループ、串カツやたこ焼きを味わうグループなど目的別に楽しむことができました。計画していたコ

ースを変更して研修するグループもあり、３年生の臨機応変さを感じました。 

 最終日は、車窓から見える大阪城に別れを告げ、参加した生徒全員が無事に帰ってくることができました。事

後学習に取り組む生徒たちの姿からも見学旅行の充実感が伝わってきました。 

 保護者の皆様には、旅行の計画、準備の段階から多くの御理解と御協力をいただきましたことを、この場を借

りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

 

  

  陸上競技会担当 大 橋  拓 

陸上競技会と名称が変更となり 2回目の全校開催。予定

が延期され月曜の開催日は晴天に恵まれました。 

保護者、来賓の皆様には約 50名御来校いただき、競技の

様子を観覧いただきました。競技は 100メートル走、走り

幅跳び、ハンドボール投げ、各学年から男女混合の２チー

ム、計６チーム対抗のリレー競技です。代表選手によるリ

レーは、各学年からの声援を受け熱い戦いが繰り広げられ

ました。特に 3学年は 1、2学年に負けるわけにはいかない

と先輩としての意地を見せてくれました。たくさんの応援、

そして御家庭からのサポートありがとうございました。 

陸上競技会の開催に当たってはグラウンド整備からテン

ト設営、片付けに至るまで生徒の活動を多く取り入れ取り

組んできました。自

分の目標達成を目指

して努力したこと、

友達を応援するこ

と、感謝の気持ちを

もつこと、前向きな言葉を発することなど多くのことを体験し学

びました。その学びを生かして、みなさんの夢の実現につながっ

ていくことを期待しています。 

２学期の行事予定 
 

８／17(木) 第2学期始業式 

  18(金) 進路懇談会（３年） 

  25(金) 進路懇談会（１年） 

  28(月) 終日作業（３年）〜30(水) 

９／１(金) 進路懇談会（２年） 

 ４(月)  終日作業（１年）〜６(水)  

４(月)  現場実習（３年）〜29(金) 

11(月)  現場実習①（１年）〜15(金)  

29(金) 保護者懇談会（２年） 

10／２(月) 現場実習②（１年）〜６(金) 

10(火)  後期終日作業（２年）～12(木) 

13(金) 保護者懇談会（３年） 

16(月) 後期現場実習（２年）～27(金) 

26(木) 農業科秋の販売会（１年） 

27(金) 保護者懇談会（１年） 

12／１(金)  学校祭前日祭 

２(土） 学校祭本祭 

８(金)  卒業生講話（２年） 

21(木)  大掃除・第２学期終業式 


